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定量的に示した。求愛についても、繁殖期中期では、雌が雄に求愛するとの逆転が明瞭に示された。これをも
たらす生態的要因として、繁殖期中期では、繁殖可能な巣が不足することにより、繁殖可能な雄が減少するこ
とから性役割の逆転が生じると推測された。さらに、営巣雄が受け入れられる雌の数を評価することにより、
詳細に実効性比を算出し、やはり本種の性役割の可塑性が、実効性比と結びついていることが確認されている。 
 また、雄の巣利用性が、繁殖可能な雄数を決め、このことが本種の性役割の可塑性に効いてくるとの仮説を
検証するため、人工巣を用い繁殖が可能な巣の数を操作し野外実験を行っている。その結果、巣の利用可能性
を人為的に高めた場合、繁殖期の中期であっても予想通り「通常」の性役割が導かれた。この実験により上記
仮説は、明白に検証されたと言える。この実験は、同一個体群で繁殖資源の操作によって、性役割が逆転する
ことが示されたはじめての研究であり、高く評価できる。 
 以上のように、自然条件下で性役割が逆転するだけでなく、実効性比の変動に伴い、再度通常の性役割に戻
ることを確認し、かつ実験によりそれを検証した。このように本研究の行動生態学への貢献は、極めて大きい
と言える。このことから、本研究は、博士（理学）の学位を授与するに十分に値するものと審査した。 
